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(57)【要約】
【課題】全印刷物の品質保証を行うことができ、不良印
刷物を特定し除去することができる印刷位置ずれ検査方
法と装置を提供する。
【解決手段】タイミングマーク、見当マーク、印刷番号
を含む固定情報が予め印刷された印刷物に対して、見当
マークを含む可変情報を印刷して得た印刷物における印
刷位置ずれ検査方法であって、走行する印刷物に印刷さ
れたタイミングマークを検出するタイミングマーク検出
過程と、その検出のタイミングで瞬間発光し固定情報と
可変情報の見当マークと印刷番号が隣接して印刷された
見当マーク領域を照明する瞬間発光過程と、瞬間発光し
たときの見当マーク領域を撮像することにより撮像画像
を得る撮像過程と、撮像画像に基づいて印刷位置ずれ量
と印刷番号とを取得し紐付けして検査情報ログとして保
存する検査情報ログ保存過程とを有する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
固定情報が予め印刷された印刷物に対して可変情報を印刷して得た印刷物における前記固
定情報と前記可変情報との間での印刷位置のずれを検出する印刷位置ずれ検査装置であっ
て、
　前記固定情報にはタイミングマークが含まれており、走行する印刷物に印刷されたタイ
ミングマークが所定位置を通過したことを検出しタイミングマーク検出信号を出力するタ
イミングマーク検出手段と、
　前記固定情報には固定情報印刷見当マークが含まれ、また前記可変情報には前記固定情
報印刷見当マークに隣接して印刷される可変情報印刷見当マークが含まれており、前記タ
イミングマーク検出信号を入力して瞬間発光し前記固定情報印刷見当マークと前記可変情
報印刷見当マークが印刷された見当マーク領域を照明する瞬間発光手段と、
　前記瞬間発光したときの前記見当マーク領域を撮像することにより前記固定情報印刷見
当マークと前記可変情報印刷見当マークを同時に撮像した撮像画像を得る撮像手段と、
　を具備し、前記撮像画像に基づいて印刷位置ずれを検査することを特徴とする印刷位置
ずれ検査装置。
【請求項２】
請求項１に記載の印刷位置ずれ検査装置において、
　前記撮像画像における前記固定情報印刷見当マークと前記可変情報印刷見当マークを抽
出し見当マーク抽出画像を得る見当マーク抽出手段と、
　前記抽出された前記固定情報印刷見当マークと前記可変情報印刷見当マークの座標を演
算する見当マーク座標演算手段と、
　前記演算された前記固定情報印刷見当マークの座標と前記可変情報印刷見当マークの座
標の差分である検出差分と予め設定された基準値である基準差分との差分から印刷位置ず
れ量を演算する位置ずれ量演算手段と、
　前記位置ずれ量が許容範囲であるか否かによって印刷位置ずれの良否判定を行う印刷位
置ずれ良否判定手段と、
　を具備することを特徴とする印刷位置ずれ検査装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載の印刷位置ずれ検査装置において、
　前記可変情報には複数の前記印刷物における１つの印刷物を特定する印刷番号が含まれ
、その印刷番号は前記固定情報印刷見当マークと前記可変情報印刷見当マークとともにそ
れらに隣接して前記見当マーク領域に印刷されており、
　前記撮像画像における前記印刷番号を抽出し印刷番号抽出画像を得る印刷番号抽出手段
と、
　前記抽出された画像としての前記印刷番号を数字としての印刷番号として識別する印刷
番号識別手段と、
　前記検査によって得た情報と前記数字としての印刷番号とを紐付けして検査情報ログと
して保存する検査情報ログ保存手段を具備することを特徴とする印刷位置ずれ検査装置。
【請求項４】
請求項３に記載の印刷位置ずれ検査装置において、
　前記検査情報ログには、前記印刷番号、前記良否判定、前記印刷位置ずれ量が含まれて
いることを特徴とする印刷位置ずれ検査装置。
【請求項５】
タイミングマーク、固定情報印刷見当マーク、印刷番号を含む固定情報が予め印刷された
印刷物に対して、可変情報印刷見当マークを含む可変情報を印刷して得た印刷物における
前記固定情報と前記可変情報との間での印刷位置のずれを検出する印刷位置ずれ検査方法
であって、
　走行する印刷物に印刷されたタイミングマークが所定位置を通過したことを検出するタ
イミングマーク検出過程と、
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　前記検出のタイミングで瞬間発光し前記固定情報印刷見当マークと前記可変情報印刷見
当マークと印刷番号が隣接して印刷された見当マーク領域を照明する瞬間発光過程と、
　前記瞬間発光したときの前記見当マーク領域を撮像することにより撮像画像を得る撮像
過程と、
　前記撮像画像に基づいて前記印刷位置ずれ量と前記印刷番号とを取得し紐付けして検査
情報ログとして保存する検査情報ログ保存過程と、
　を有することを特徴とする印刷位置ずれ検査方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は印刷位置ずれを検出する技術分野に属する。特に、固定情報が予め印刷された
印刷物に対して可変情報を印刷して得た印刷物における固定情報と可変情報との間での印
刷位置のずれを検出する印刷位置ずれ検査装置と方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　共通情報として固定情報が印刷された印刷物に、個々の印刷物の固有情報として可変情
報をインクジェットプリンター等を使用して追い刷りすることが行われている。たとえば
、ダイレクトメールの製造ラインにおいては、宛先である住所氏名、個別通知情報（クレ
ジットカードの利用明細）、等の可変情報を封入用紙（帳票）に印刷することが行なわれ
ている。また、学習塾における問題集やテキストの製造ラインにおいては、選択科目や学
習の進捗状況に応じた多種多様な内容の冊子を、同一ロット内で印刷することが行なわれ
ている。そのような印刷物においては、当然のことながら印刷物における固定情報と可変
情報との間での印刷位置のずれ量について許容範囲が存在し、それを外れるずれ量があっ
てはならない。
【０００３】
　従来の印刷物における品質を検査する方法として、プリンタで用紙に所定のテストマー
クを印刷し、その印刷精度を検査する方法が知られている。たとえば、プリンタでテスト
マークを印刷した用紙をテーブル上に保持し、その用紙の前縁両コーナをカメラで検出し
て用紙前縁の傾斜角を測定し、次いでそのカメラで測定始点となるテストマークと測定終
点となるテストマークを検出してそれら始点と終点のテストマークの位置を測定し、これ
らの測定値を記録演算して印刷精度を測定する方法が知られている（特許文献１）。しか
しながら、この方法では、連続の用紙を使用し高速に印刷が進行するプリンタ出力製品（
印刷物）の品質保証検査を実施するには非常に効率が悪すぎる。また、印刷位置のずれが
発生する要因は多様であり突発的な変動もあり得る。そのため、サンプリングによる方法
では１００％の品質保証を行えないという問題がある。
　また、従来の印刷物における品質を検査する方法として、ｎ色の内の１色を基準色とし
、その基準色の印刷見当マークを印刷物における（ｎ－１）個所の所定の位置に配置し、
他の（ｎ－１）色の印刷見当マークのそれぞれを前記基準色の印刷見当マークのそれぞれ
に対応させてその近傍に配置するようにした印刷見当マークを印刷物に印刷し、前記基準
色と他の（ｎ－１）色の印刷見当マークが印刷された（ｎ－１）個所の所定の位置を個別
に撮像して得た（ｎ－１）個の撮像画像に基づいて印刷見当ずれ量を検出する印刷見当ず
れ量検出装置が知られている（特許文献２）。しかしながら、この方法は、印刷見当ずれ
量が許容範囲内となるように印刷機を制御することを目的とする検出である。したがって
、許容範囲を外れるずれ量が発生したときに、その印刷物を特定し除去することが困難で
ある。
【特許文献１】特開平２－８８９０７
【特許文献２】特開２００２－１３７３６８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本発明は上記の問題を解決するために成されたものである。その目的は、連続の用紙を
使用し高速に印刷が進行するプリンタ出力製品（印刷物）の品質保証検査を効率よく実施
することができ、全印刷物（全数）の品質保証を行うことができ、許容範囲を外れるずれ
量が発生したときには、その印刷物を特定し除去することができる検査方法と検査装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に係る印刷位置ずれ検査装置は、　固定情報が予め印刷された印刷物
に対して可変情報を印刷して得た印刷物における前記固定情報と前記可変情報との間での
印刷位置のずれを検出する印刷位置ずれ検査装置であって、　前記固定情報にはタイミン
グマークが含まれており、走行する印刷物に印刷されたタイミングマークが所定位置を通
過したことを検出しタイミングマーク検出信号を出力するタイミングマーク検出手段と、
　前記固定情報には固定情報印刷見当マークが含まれ、また前記可変情報には前記固定情
報印刷見当マークに隣接して印刷される可変情報印刷見当マークが含まれており、前記タ
イミングマーク検出信号を入力して瞬間発光し前記固定情報印刷見当マークと前記可変情
報印刷見当マークが印刷された見当マーク領域を照明する瞬間発光手段と、　前記瞬間発
光したときの前記見当マーク領域を撮像することにより前記固定情報印刷見当マークと前
記可変情報印刷見当マークを同時に撮像した撮像画像を得る撮像手段と、　を具備し、前
記撮像画像に基づいて印刷位置ずれを検査するようにしたものである。
　また、本発明の請求項２に係る印刷位置ずれ検査装置は、請求項１に係る印刷位置ずれ
検査装置において、　前記撮像画像における前記固定情報印刷見当マークと前記可変情報
印刷見当マークを抽出し見当マーク抽出画像を得る見当マーク抽出手段と、　前記抽出さ
れた前記固定情報印刷見当マークと前記可変情報印刷見当マークの座標を演算する見当マ
ーク座標演算手段と、　前記演算された前記固定情報印刷見当マークの座標と前記可変情
報印刷見当マークの座標の差分である検出差分と予め設定された基準値である基準差分と
の差分から印刷位置ずれ量を演算する位置ずれ量演算手段と、　前記位置ずれ量が許容範
囲であるか否かによって印刷位置ずれの良否判定を行う印刷位置ずれ良否判定手段と、　
を具備するようにしたものである。
　また、本発明の請求項３に係る印刷位置ずれ検査装置は、請求項１または２に係る印刷
位置ずれ検査装置において、　前記可変情報には複数の前記印刷物における１つの印刷物
を特定する印刷番号が含まれ、その印刷番号は前記固定情報印刷見当マークと前記可変情
報印刷見当マークとともにそれらに隣接して前記見当マーク領域に印刷されており、　前
記撮像画像における前記印刷番号を抽出し印刷番号抽出画像を得る印刷番号抽出手段と、
　前記抽出された画像としての前記印刷番号を数字としての印刷番号として識別する印刷
番号識別手段と、　前記検査によって得た情報と前記数字としての印刷番号とを紐付けし
て検査情報ログとして保存する検査情報ログ保存手段を具備するようにしたものである。
　また、本発明の請求項４に係る印刷位置ずれ検査装置は、請求項３に係る印刷位置ずれ
検査装置において、　前記検査情報ログには、前記印刷番号、前記良否判定、前記印刷位
置ずれ量が含まれていることを特徴とする印刷位置ずれ検査装置。
　また、本発明の請求項５に係る印刷位置ずれ検査方法は、　タイミングマーク、固定情
報印刷見当マーク、印刷番号を含む固定情報が予め印刷された印刷物に対して、可変情報
印刷見当マークを含む可変情報を印刷して得た印刷物における前記固定情報と前記可変情
報との間での印刷位置のずれを検出する印刷位置ずれ検査方法であって、　走行する印刷
物に印刷されたタイミングマークが所定位置を通過したことを検出するタイミングマーク
検出過程と、　前記検出のタイミングで瞬間発光し前記固定情報印刷見当マークと前記可
変情報印刷見当マークと印刷番号が隣接して印刷された見当マーク領域を照明する瞬間発
光過程と、　前記瞬間発光したときの前記見当マーク領域を撮像することにより撮像画像
を得る撮像過程と、　前記撮像画像に基づいて前記印刷位置ずれ量と前記印刷番号とを取
得し紐付けして検査情報ログとして保存する検査情報ログ保存過程と、　を有するように
したものである。
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【発明の効果】
【０００６】
　本発明の請求項１に係る印刷位置ずれ検査装置によれば、タイミングマーク検出手段に
より走行する印刷物に印刷されたタイミングマークが所定位置を通過したことが検出され
、そのタイミングマーク検出信号を入力して瞬間発光する瞬間発光手段により固定情報印
刷見当マークと可変情報印刷見当マークが印刷された見当マーク領域が照明され、撮像手
段により瞬間発光したときの見当マーク領域が撮像されことにより固定情報印刷見当マー
クと可変情報印刷見当マークを同時に撮像した撮像画像が得られ、その撮像画像に基づい
て印刷位置ずれの検査が行われる。したがって、連続の用紙を使用し高速に印刷が進行す
るプリンタ出力製品（印刷物）の品質保証検査を効率よく実施することができ、全印刷物
（全数）の品質保証を行うことができる印刷位置ずれ検査装置が提供される。
　また、本発明の請求項２に係る印刷位置ずれ検査装置によれば、請求項１に係る印刷位
置ずれ検査装置において、　見当マーク抽出手段により撮像画像における固定情報印刷見
当マークと可変情報印刷見当マークが抽出され見当マーク抽出画像が得られ、見当マーク
座標演算手段により抽出された固定情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マークの座標
が演算され、位置ずれ量演算手段により演算された固定情報印刷見当マークの座標と可変
情報印刷見当マークの座標の差分である検出差分と予め設定された基準値である基準差分
との差分から印刷位置ずれ量が演算され、印刷位置ずれ良否判定手段により位置ずれ量が
許容範囲であるか否かによって印刷位置ずれの良否判定が行われる。したがって、撮像画
像に基づいて印刷位置ずれの検査を行うことができる。
　また、本発明の請求項３に係る印刷位置ずれ検査装置によれば、請求項１または２に係
る印刷位置ずれ検査装置において、可変情報には複数の印刷物における１つの印刷物を特
定する印刷番号が含まれ、その印刷番号は固定情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マ
ークとともにそれらに隣接して見当マーク領域に印刷されており、印刷番号抽出手段によ
り撮像画像における印刷番号が抽出され印刷番号抽出画像が得られ、印刷番号識別手段に
より抽出された画像としての印刷番号が数字としての印刷番号として識別され、検査情報
ログ保存手段により検査によって得た情報と数字としての印刷番号とが紐付けされて検査
情報ログとして保存される。したがって、許容範囲を外れるずれ量が発生したときには、
その印刷物を特定することができ、その特定により除去や再印刷することができる。
　また、本発明の請求項４に係る印刷位置ずれ検査装置によれば、請求項３に係る印刷位
置ずれ検査装置において、検査情報ログには、印刷番号、良否判定、印刷位置ずれ量が含
まれている。したがって、検査情報ログから特定の１枚の印刷物における検査情報を知る
ことができる。
　また、本発明の請求項５に係る印刷位置ずれ検査方法によれば、　タイミングマーク、
固定情報印刷見当マーク、印刷番号を含む固定情報が予め印刷された印刷物に対して、可
変情報印刷見当マークを含む可変情報を印刷して得た印刷物における前記固定情報と前記
可変情報との間での印刷位置のずれを検出する印刷位置ずれ検査方法であって、タイミン
グマーク検出過程において走行する印刷物に印刷されたタイミングマークが所定位置を通
過したことが検出され、瞬間発光過程においてその検出のタイミングで瞬間発光し固定情
報印刷見当マークと可変情報印刷見当マークと印刷番号が隣接して印刷された見当マーク
領域が照明され、撮像過程において瞬間発光したときの見当マーク領域が撮像されること
により撮像画像が得られ、検査情報ログ保存過程において撮像画像に基づいて印刷位置ず
れ量と印刷番号とが取得され、それらが紐付けされて検査情報ログとして保存すされる。
したがって、連続の用紙を使用し高速に印刷が進行するプリンタ出力製品（印刷物）の品
質保証検査を効率よく実施することができ、全印刷物（全数）の品質保証を行うことがで
き、許容範囲を外れるずれ量が発生したときには、その印刷物を特定し除去することがで
きる検査方法が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　次に、本発明の実施の形態について図を参照しながら説明する。本発明の印刷位置ずれ
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検査における構成の一例を図１、図２に示す。図１には検出系の側面図が示され、図２に
は検出系の上面図が示されている。図１、図２において、１はタイミングセンサ、２はカ
メラ、３ａはストロボ発光ランプ、３ｂはストロボ発光電源、４は印刷位置ずれ検査装置
本体、４ａはデータ処理部、４ｂはキーボード、４ｃはマウス、４ｄはディスプレイモニ
タ、１００は印刷物、２００ａ，２００ｂ，２００ｃはプリンタの一部分である。
　図１、図２においてはプリンタの一部分２００ａ，２００ｂ，２００ｃだけが示されて
いるが、印刷物１００はプリンタにセットされている。そして、印刷物１００はプリンタ
による印刷の進行に合わせて図２の走行方向を示す矢印の方向に走行を行なっている。そ
の走行経路の上方には、タイミングセンサ１、カメラ２、ストロボ発光ランプ３ａが配置
されている。
【０００８】
　印刷物１００に印刷されているタイミングマークと見当マーク領域の一例を図３に示す
。図３において、１０１はタイミングマーク、１１０は見当マーク領域、１１１は固定情
報印刷見当マーク、１１２は可変情報印刷見当マーク、１１３は印刷番号である。
　印刷物１００は固定情報が予め印刷された印刷物に対して、さらにプリンタにより可変
情報を印刷して得た印刷物である。その固定情報には固定情報印刷見当マーク１１１とタ
イミングマーク１０１が含まれている。また、その可変情報には固定情報印刷見当マーク
１１１に隣接して印刷される可変情報印刷見当マーク１１２と印刷番号１１３が含まれて
いる。印刷物１００において、固定情報印刷見当マーク１１１と可変情報印刷見当マーク
１１２と印刷番号１１３が印刷されている領域を、ここでは、見当マーク領域１１０と呼
ぶ。
【０００９】
　タイミングセンサ１は走行する印刷物１００に印刷されたタイミングマーク１０１が所
定位置を通過したことを検出しタイミングマーク検出信号を出力するタイミングマーク検
出手段である。タイミングセンサ１としては、印刷物１００の表面に投光する投光部とそ
の反射光を受光する受光部とを有する周知の光電センサを使用することができる。
　ストロボ発光ランプ３ａとストロボ発光電源３ｂはタイミングセンサ１が出力するタイ
ミングマーク検出信号を入力して瞬間発光し固定情報印刷見当マーク１１１と可変情報印
刷見当マーク１１２と印刷番号１１３が印刷された見当マーク領域１１０を照明する瞬間
発光手段である。ストロボ発光ランプ３ａは瞬間発光手段の発光部であり、ストロボ発光
電源３ｂはタイミングマーク検出信号を入力したタイミングでストロボ発光ランプ３ａを
瞬間発光させるための電力を供給する電力供給部分である。ストロボ発光ランプ３ａとし
てはキセノンランプ、発光ダイオード、等を使用することができる。
【００１０】
　カメラ２は見当マーク領域１１０を撮像することにより固定情報印刷見当マーク１１１
と可変情報印刷見当マーク１１２と印刷番号１１３を同時に撮像した撮像画像を得る撮像
手段である。タイミングセンサ１の検出領域すなわち所定位置にタイミングマーク１０１
が一致した時点と、ストロボ発光ランプ３ａの照射領域に見当マーク領域１１０が一致し
た時点とが一致するように、タイミングセンサ１とストロボ発光ランプ３ａ、およびタイ
ミングマーク１０１と見当マーク領域１１０が配置される。また、その一致した時点にお
いて、カメラ２の撮像領域と見当マーク領域１１０が一致するように、カメラ２が配置さ
れる。それらの配置によりカメラ２は印刷物１００の走行に同期して見当マーク領域１１
０を撮像し撮像画像を出力する。カメラ２としてはＣＣＤ（Charge Couplled Device）、
ＭＯＳ（Metal Oxide Semiconductor）等の撮像素子を使用したエリアセンサカメラを使
用することができる。
【００１１】
　印刷位置ずれ検査装置本体４は本発明の印刷位置ずれ検査装置において制御とデータ処
理とを行う部分である。印刷位置ずれ検査装置本体４としては、ＰＬＣ（Programable lo
gic controller）、パーソナルコンピュータ、等のデータ処理装置におけるハードウェア
とソフトウェアによって実現することができる。図１に示す一例においては、印刷位置ず
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れ検査装置本体４はデータ処理部４ａ、キーボード４ｂ、マウス４ｃ、ディスプレイモニ
タ４ｄ等からなるパーソナルコンピュータである。そして、そのデータ処理部４ａのＩ／
Ｏ（Input Output）インタフェースボードにはタイミングセンサ１、カメラ２、ストロボ
発光電源３ｂが接続されている。
　印刷位置ずれ検査装置本体４はカメラ２が撮像した見当マーク領域１１０の撮像画像に
基づいて印刷位置ずれを検査するデータ処理を行う。このデータ処理の一例について説明
する。印刷位置ずれ検査装置本体４のデータ処理部４ａはそのハードウェアとソフトウェ
アによって見当マーク抽出手段、見当マーク座標演算手段、位置ずれ量演算手段、良否判
定手段、印刷番号抽出手段、印刷番号識別手段、検査情報ログ保存手段、等を実現する。
【００１２】
　見当マーク抽出手段は撮像画像における固定情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マ
ークを抽出し見当マーク抽出画像を得るデータ処理を行う。たとえば、濃淡画像である撮
像画像を所定の閾値によって２値化する。その２値化画像に対して拡大縮小処理を行い孤
立点（ノイズ）を除去する。そして、「１」または「０」である見当マーク部分の画素値
の連続性に基づいて画素に所定の数値を割り振るラベリング処理を行う。これにより固定
情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マークには異なる数値が割り振られる。すなわち
、見当マークが抽出される。
　見当マーク座標演算手段は抽出された固定情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マー
クの座標を演算する。たとえば、図３に一例を示すような円形の見当マークであるときに
は見当マークを構成するすべての画素座標の重心座標として見当マークを定義することが
できる。この重心座標を演算して見当マークの座標を演算する方法は、他の多くの形状の
見当マークに対しても適合する方法である。また、見当マークが、十字形状であるときに
は、直交する各線分を構成する画素座標から最小二乗法等を適用して各線分の式を求めそ
の交点として見当マークを定義することができる。
【００１３】
　位置ずれ量演算手段は演算された固定情報印刷見当マークの座標と可変情報印刷見当マ
ークの座標の差分である検出差分と予め設定された基準値である基準差分との差分から印
刷位置ずれ量を演算する。基準値は、位置ずれ量がゼロとなる設計値または印刷物１００
における位置ずれ量がゼロとなる実測値を印刷位置ずれ検査装置に設定する。
　印刷位置ずれ良否判定手段は位置ずれ量が許容範囲であるか否かによって印刷位置ずれ
の良否判定を行う。許容範囲は、個々の印刷物１００の要求品質に応じて印刷位置ずれ検
査装置に設定する。
　印刷番号抽出手段は撮像画像における印刷番号を抽出し印刷番号抽出画像を得るデータ
処理を行う。抽出方法は、前述した見当マーク抽出手段における抽出方法と同様である。
　印刷番号識別手段は抽出された画像としての印刷番号を数字としての印刷番号として識
別する。識別方法は周知のパターマッチング等の方法を適用して行うことができる。
　検査情報ログ保存手段は、検査によって得た情報と数字としての印刷番号とを紐付けし
て検査情報ログとしてデータ処理部４ａにおける記憶部（メモリ）に保存する。検査情報
ログには、印刷番号、良否判定、印刷位置ずれ量が含まれている。
【００１４】
　以上、構成について説明した。次に、本発明の印刷位置ずれ検査装置における動作につ
いて説明する。本発明の印刷位置ずれ検査装置における印刷位置ずれ処理の過程をフロー
図として図４に示す。
　まず、図４のステップＳ１（タイミングマーク検出信号有？）において、タイミングセ
ンサ１がタイミングマーク検出信号を出力したか否か、すなわちタイミングセンサ１がタ
イミングマーク１０１を検出したか否かが判定される。検出していないときにはステップ
Ｓ１を繰り返す（ｎｏ）。検出したときにはステップＳ２に進む（ｙｅｓ）。すなわち、
タイミングセンサ１がタイミングマーク１０１を検出するまで待機し、検出したら次の処
理に進む。
　次に、ステップＳ２（瞬間発光指令出力）において、データ処理部４ａはタイミングセ
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ンサ１が出力するタイミングマーク検出信号を入力する。そして、データ処理部４ａは瞬
間発光指令出力をストロボ発光電源３ｂに出力する。
　次に、ステップＳ３（瞬間発光）において、ストロボ発光電源３ｂは瞬間発光指令出力
を入力する。そして、ストロボ発光電源３ｂはストロボ発光ランプ３ａを瞬間発光させる
ための電力を供給する。ストロボ発光ランプ３ａはその電力の供給を受けて瞬間発光する
。その瞬間発光により固定情報印刷見当マーク１１１と可変情報印刷見当マーク１１２と
印刷番号１１３が印刷された見当マーク領域１１０が照明される。
【００１５】
　次に、ステップＳ４（撮像画像読取）において、データ処理部４ａはカメラ２が撮像し
た画像を読み取る。たとえば、非同期で撮像を行う一例では、カメラ２は撮像を所定の周
期で繰り返し行っている。その周期内に瞬間発光が無いときには撮像画像は露出不足の撮
像画像となっている。その周期内に瞬間発光が有るときには撮像画像は適正露出の撮像画
像を得る。カメラ２は、瞬間発光の時点において、カメラ２の撮像領域と見当マーク領域
１１０が一致するように配置されている。したがって、瞬間発光の直後に読み取られる撮
像画像は見当マーク領域１１０を撮像した撮像画像である。印刷物１００は走行している
が、瞬間発光によって画像流れのない撮像画像が得られる。
　次に、ステップＳ５（見当マーク、印刷番号の抽出）において、データ処理部４ａの見
当マーク抽出手段は撮像画像における固定情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マーク
を抽出し見当マーク抽出画像を得る。また、データ処理部４ａの印刷番号識別手段は撮像
画像における印刷番号を抽出し印刷番号抽出画像を得る。
　次に、ステップＳ６（位置ずれ量演算）において、データ処理部４ａの見当マーク座標
演算手段は抽出された固定情報印刷見当マークと可変情報印刷見当マークの座標を演算す
る。また、データ処理部４ａの位置ずれ量演算手段は演算された固定情報印刷見当マーク
の座標と可変情報印刷見当マークの座標の差分である検出差分と予め設定された基準値で
ある基準差分との差分から印刷位置ずれ量を演算する。
　次に、ステップＳ７（印刷番号識別）において、データ処理部４ａの印刷番号識別手段
は抽出された画像としての印刷番号を数字としての印刷番号として識別する。
【００１６】
　次に、ステップＳ８（位置ずれ量は許容範囲内？）において、データ処理部４ａの印刷
位置ずれ良否判定手段は位置ずれ量が許容範囲であるか否かによって印刷位置ずれの良否
判定を行う。位置ずれ量が許容範囲内で無いとき、すなわち不良判定のときにはステップ
Ｓ９に進む（ｎｏ）。位置ずれ量が許容範囲内であるとき、すなわち良判定のときにはス
テップＳ１０に進む（ｙｅｓ）。
　次に、ステップＳ９（不良判定出力）において、データ処理部４ａは不良判定出力を行
う。不良判定出力はディスプレイモニタ４ｄにおける検査情報の表示データとして出力す
る。また、プリンタのオペレータに対する警告通知のために警報装置に音声として出力す
る。
　次に、ステップＳ１０（良判定出力）において、データ処理部４ａは良判定出力を行う
。良判定出力はディスプレイモニタ４ｄにおける検査情報の表示データとして出力する。
　次に、ステップＳ１１（検査情報ログ生成／保存）において、データ処理部４ａの検査
情報ログ保存手段は、検査によって得た情報と数字としての印刷番号とを紐付けして検査
情報ログとしてデータ処理部４ａにおける記憶部（メモリ）に保存する。検査情報ログに
は、印刷番号、良否判定、印刷位置ずれ量が含まれている。
　次に、ステップＳ１２（終了？）において、プリンタによる可変情報の印刷が継続して
いるか終了となっているかを判定する。継続しているときには、ステップＳ１に戻って前
述した以降のステップを繰り返す。終了となっているときには印刷位置ずれ検査処理を終
了する（ＥＮＤ）。
【００１７】
　検査情報ログの一例を図５に示す。図５においては印刷物１００における各枚目の検査
情報が１枚１行を単位として示されている。図５の右側欄には「２１」～「５０」の数値
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対して付けられた番号である。その番号が付された欄の右隣の欄は「２枚目」の印刷物の
検査情報が示されている。
　その検査情報の内容として「位置ずれＮＧ」は、印刷位置ずれが許容範囲内では無く不
良判定がなされたことが示されている。
　「横：［５．００ｍｍ］」は印刷物１００の走行方向における固定情報印刷見当マーク
と可変情報印刷見当マークの座標の差異が５．００ｍｍであることを示している。前述に
おいて、基準値は、位置ずれ量がゼロとなる設計値または印刷物１００における位置ずれ
量がゼロとなる実測値を印刷位置ずれ検査装置に設定することを説明した。しかし、図５
に示す一例においては、位置ずれ量がゼロのときに５．００ｍｍとなるように基準値の設
定が行われている。すなわち、基準値としてゼロが設定されている。
　「高：［０．１６ｍｍ］」は印刷物１００の走行方向における固定情報印刷見当マーク
と可変情報印刷見当マークの座標の差異が０．１６ｍｍであることを示している。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の印刷位置ずれ検査における構成（検出系は側面図）の一例を示す図であ
る。
【図２】本発明の印刷位置ずれ検査における構成（検出系は上面図）の一例を示す図であ
る。
【図３】印刷物に印刷されているタイミングマークと見当マーク領域の一例を示す図であ
る。
【図４】本発明の印刷位置ずれ検査装置における印刷位置ずれ処理の過程を示すフロー図
である。
【図５】本発明の印刷位置ずれ検査における検査情報ログの一例示す図である。
【符号の説明】
【００１９】
　　１　タイミングセンサ
　　２　カメラ
　　３ａ　ストロボ発光ランプ
　　３ｂ　ストロボ発光電源
　　４　印刷位置ずれ検査装置本体
　　４ａデータ処理部
　　４ｂ　キーボード
　　４ｃ　マウス
　　４ｄ　ディスプレイモニタ
１００　印刷物
１０１　タイミングマーク
１１０　見当マーク領域
１１１　固定情報印刷見当マーク
１１２　可変情報印刷見当マーク
１１３　印刷番号
２００ａ，２００ｂ，２００ｃ　プリンタの一部分
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